
第２期ののいち創生総合戦略の改訂 

 

経緯 

(1) 令和４年 12 月に、国が第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を改訂し、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定した。 

(2) そして、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略の基本的な考え方

を踏まえて、地方版の総合戦略の改訂を進めるよう周知があった。 

 

【参考】国のデジタル田園都市国家構想総合戦略における施策の方向 

（１）デジタルの力を活用した地方の社会課題解決・魅力向上 

① 地方に仕事をつくる 

② 人の流れをつくる 

③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④ 魅力的な地域をつくる 

（２）デジタル実装の基礎条件整備 

① デジタル基盤整備 

② デジタル人材の育成・確保 

③ 誰一人取り残さないための取組 

 

 

第２期ののいち創生総合戦略の改訂のポイント 

(1) 国の総合戦略の改訂の基本的な考え方（施策の方向）である「デジ

タルの力（デジタル技術）の活用」を、現在の本市の総合戦略に定め

る全ての施策を進める上で共通の「基本姿勢（横断的な戦略）」とし

て設定し、これまでの第２期ののいち創生総合戦略の背景や目的を踏

襲しつつ、基本戦略の更なる推進・加速化を図る。 

(2) 今後の急速な社会情勢の変化や多様化・複雑化する市民ニーズに柔

軟に対応していくため、「デジタル技術の活用」のほか、今後進展す

る技術や資源を有効に活用していく観点から、「横断的な戦略」の名

称を「新しい時代の流れを力にする」と設定する。 

(3) 横断的な戦略を推進するための施策として、「デジタル技術の活用」

のほか、「SDGs の推進」を施策として設定する。 

 



資料４ 
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その他の軽微な変更 

 現行の総合戦略の規定の方向性を変更しない範囲内で、字句の調整等

を行う。 

 

公表日 

 本推進会議終了後、遅滞なくホームページにて公表する。 

 

令和６年度における総合戦略の改訂作業 

 現行の第２期ののいち創生総合戦略の計画期間：令和２年度から令和

６年度まで 

 令和６年度中に、将来の人口推計等を踏まえた改訂作業を実施する。 



第２期ののいち創生総合戦略の改訂（案）（横断的な戦略の追加） 

題名を次のとおり改訂する。 

ののいちデジタル田園都市構想総合戦略 

第３章の５「施策の展開」基本戦略３の次に、次のように加える。 
 

横断的な戦略 新しい時代の流れを力にする 

概要・目的 

全国的な人口減少の進行、雇用環境の変化、持続可能な社会の構築に向けた取り組みの

進展、感染症の流行など、近年の社会経済情勢は大きく、急速に変化しています。 

このような社会環境の変化や、それに伴って複雑化・多様化する地域課題に柔軟に対応

していくために、新しい時代の新しい技術や資源の活用を進める必要があります。 

 当市の特長を生かしつつ、今後も進展が見込まれるデジタル技術の活用を進め、地方創

生の取り組みを加速化・深化することをめざします。 

あらゆる分野で「誰一人取り残さない」という考え方のもと、市全体への SDGs の浸透、

市民や企業の SDGs 達成に向けた取り組みの促進を図り、持続可能なまちづくりを進めま

す。 

重要業績評価指標(ＫＰＩ) 基準値 目標値 

デジタル実装に取り組む地

方公共団体(※) 
未実装（令和 4年度） 実装済（令和 9年度） 

市内大学卒業生の県内就職

率 
19.0％（令和 4年度） 20.5％（令和 6年度） 

横断的な戦略の方向性 

〇 デジタル技術の活用 

 デジタル技術は、地域社会の生産性や利便性を飛躍的に高め、産業や生活の質を大きく

向上させ、地域の魅力を高める力を持っているほか、地域課題の解決の切り札となるだけ

ではなく、新しい付加価値を生み出す力も持っています。 

企業や高等教育機関等と連携を図りながら、デジタル技術の活用を多方面で進めるとと

もに、各基本戦略の施策の推進及び加速化を図ります。 

○ SDGs の推進 

 各基本戦略の施策を推進するにあたり、「誰一人取り残さない」社会の実現をめざす

SDGs の理念に留意するとともに、市全体への SDGs の浸透及び SDGs 達成に向けた市民等

の主体的な行動促進に向けた取り組みを進めることで、効果的に基本戦略及び SDGs の推

進を図ります。 

 SDGs の浸透に当たっては、市内の学校において SDGs の理解のための授業に取り組むな

ど、次代を担う子どもや若者を対象とした取り組みを進めるとともに、SDGs 推進に向け

た意識醸成のために、市民や企業等への普及啓発を図ります。 

※印の指標は、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略の重要業績評価指標(ＫＰＩ)から

引用したもの。目標値の目標年度は、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略における目

標年度（R9 年度）とする。 



 

 

 

 

 
施策１ デジタル技術の活用 

重要業績評価指標(ＫＰＩ) 基準値 目標値 

電子申請システムによる電

子申請対応手続き数 
－（令和 4 年度） 50（令和 6 年度） 

デジタル技術も活用し相談

援助等を行うこども家庭セ

ンター設置市区町村(※) 

未設置（令和 4年度） 設置済（令和 9年度） 

 

デジタル技術の導入及び活用の促進 

誰もが、いつでも、どこからでも行政手続・サービスを利用できるなど、デジタルトラ

ンスフォーメーション（ＤＸ）の推進により、市民の利便性向上及び業務の効率化を図り

ます。 

 官民協働により、お互いの強みを生かしながらデジタル技術の導入・活用及びＤＸの推

進を図ります。 

※印の指標は、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略の重要業績評価指標(ＫＰＩ)から

引用したもの。目標値の目標年度は、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略における目

標年度とする。 

 

施策２ SDGs の推進 

重要業績評価指標(ＫＰＩ) 基準値 目標値 

SDGs ゲーミフィケーション

教材を授業で導入した学校

数 

1 校（令和 4年度） 4 校（令和 6 年度） 

 

SDGs 推進に向けた教育及び普及啓発の推進 

将来を担う児童・生徒が持続可能な社会の創り手となることができるよう、市内の学校

や市の公共施設等において、SDGs に対する理解の促進や社会課題を解決する能力の育成の

ための教育や取り組みを推進します。 

SDGs 推進の取り組みにあたっては、市内の大学や企業など、様々なステークホルダーと

連携を図るとともに、若者が多い本市の特長を最大限に生かしながら、SDGs 達成に向けた

知識や技術の普及啓発に取り組みます。 

 

 


